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餃子の王将と大阪王将 

 

 

私はフランチャイズの専門家を名乗っている。多分、私よりフランチャイズに対する造

詣が深い人間はほとんどいないのではないかと自負している。このことからか、フランチ

ャイズについての質問をされることがよくある。そうした質問の中で、何回も聞かれたこ

とが、餃子の王将と大阪王将は何が違うのかということである。 

確かに、餃子の王将と大阪王将は同じような町中華業態で、屋号も似通っている。多分、

近畿圏以外に住む日本人の大半は、両店は同じ会社が運営している店舗だと思っているの

だろう。 

 実は、餃子の王将と大阪王将を運営する会社は全く別なのである。 

餃子の王将を運営するのは京都に本社をおく王将フードサービスという会社で、大阪王

将は大阪に本社を置くイートアンドという会社である。ともに上場企業でもある。 

 両社の関係を一言でいうと、もともと同じルーツだけど、途中で独立して別会社になっ

た関係、味も戦略もまったく違う 2つのブランド、ということになる。 

 

両者の生い立ちを説明すると、餃子の王将は、1967 年、加藤朝雄氏が京都で創業、当時

は「京都王将」という屋号であった。町中華の延長として人気が広がり、全国展開した。

そこへ加藤朝雄氏の親戚筋にあたる文野新造氏が餃子の王将（京都王将）に入社した。そ

の後、1969 年、「餃子の王将」からのれん分けして創業して独立、大阪市京橋で大阪王将

という屋号を付けた。つまりルーツは同じなのである。 

 

 餃子の王将はまんまだが、大阪王将の店には巨大な餃子のオブジェがある店もあり、共

に「売り」は餃子である。 

 提供される餃子も似たようなものと考えがちだが、これが全く違う。餃子の王将の餃子

は、皮は厚め・もちもち感があり、にんにく強めでパンチがあるという表現がぴったり。

一方、大阪王将の餃子は、皮は薄めでパリッとした触感、味はあっさり・万人向けといっ

ていいだろう。 

 創業者同士が親戚であり、のれん分けという関係にあることから、両社の関係は円満か

というとそうでもない。両社は裁判沙汰になったこともあるのだ。 

 ことの発端は、大阪王将が京都にも出店したことで、王将の名前を使うな」と餃子の王

将が提訴。その後、和解して、京都王将は餃子の王将に、大阪王将はそのままこのブラン

ドを使用するということで和解した。 

両社は共にフランチャイズチェーンとしての地位を固めている。国内での店舗数は餃子

の王将（約 700 店舗）が大阪王将（約 420 店舗）を上回るが海外店舗は大阪王将が圧倒す

る。競合チェーンとして市場で並立しているといったところだろう。 
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 余談だが、2013 年 12 月 19 日に発生した王将フードサービス会長・大東隆行氏（当時 72

才）が京都市山科区の本社前で狙撃され、胸・腹を計 4 発撃たれ即死した事件は今も生々

しい記憶として残っている。永らく犯人が検挙されず、長期未解決事件の様相を呈してい

たが、2022 年に大きな進展があった。防犯カメラ映像の再解析などから新たな手がかりが

見つかり、捜査が再加速。特定危険指定暴力団工藤会系組幹部の暴力団員が起訴された。 

どうも、この事件の背景には暴力団との係りがあったことは間違いないようだ。王将フ

ードサービスの第三者委員会（2016 年発表）によると、 創業家と関係の深い福岡県内の

不動産会社グループと、1995 年頃から総額 260 億円規模の不適切取引があったとされる。

その一部が暴力団関係者に流れたと考えられる。大東会長は、こうした過去のしがらみを

断ち切ろうとしていたことが標的になった理由なのかもしれない。ただし 大東会長と起訴

された暴力団員との直接の接点はなく、警察は「誰かが工藤会に依頼した組織的犯行」と

見ているようだ。 

初公判（2025 年 11 月）で被告は無罪を主張、2026 年 6 月 29 日に論告・最終弁論があ

り、10 月 16 日に京都地裁で判決が言い渡される予定だ。一刻も早い全面解決と真相の究

明を願うばかりだ。 

 

 

 

トップページへ 

 

 

https://fc-brain.co.jp/
https://fc-brain.co.jp/

